
全国のCMSC並びに関係者の皆様、

このだび、待望のCMSCジャーナル

を発刊する運びとなりました。

思えば20年前の1963年、日本におけ

る本格的モータースポーツ発祥のスタ

ートとして第T回日本GPレース大会

ガ開催されまし定。国際機僑の中で、

日本のモータースポーツ統括機関、 J

AFスポーツ委員会ガ発足したのも同

時点でした。

発足直後は、メーカ同志が火花を

敏らす華々しいレース主朝時代ガ続き

ましだが、やがてそれも淘沫され広<

一般スポーツマンによって開催、参加

出来る大小各種目の競技会ガ星野ulこ行

われるようになりましだ。今や世界選

手権大会の開催など含め諸外国と肩を

並べるぎでの発展を迎え、スポーツラ

イセンス人口も8万人を擁するまでと

なりました。自動車生産国世界第T位

にまでなつ芝現在を思うと、まさに隔

世の感ガあります。
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全国大会に出席した会員

ごあいさつ

我ガCMSCI法、その日本のモータ

ースポーツ発震と全く同じ道を歩んで

きましだ。当初「コルトモータースポ

ーツクラブJ と粧する、 三菱のフ戸ク

トリーチームとして誕生し、第T回日

本GPを皮切りに、他メーカーのマン

モス2座席レーサーの過当競争を尻自

に、モータースポーツの真髄であるフ

オーミユラー力一レ スを提唱、その

振興とリーダ役を務めだ三菱は大い

なるバイオ二戸であっ芝といえるでし

ょう。一方、市販車をベースとしだっ

イーク工ンドスポーツも盛んになり、

これか.自動車愛好者のホピとして定

着し始めだ頃、全国各地の三菱フココン

によって、自然発生的にディ ラーを

中山として次々とクラブガ設立されま

しだ。これはまさlこ7フマチユ戸オリ工

ンテッドの三菱車によるモータースポ

ーツ活動、見方によれば、非常lこ鶴郭

の明確な三菱愛好者の集いが生まれだ

のです。一方それらは、 「コルトモー

主三朗EE会長 外川一雄

タースポーツクラブJ の名を冠してJ

AFIこ登録され、正式な組織人格を取

得したのであります。皆さんのクラブ

の発祥はここlこあり、今日lこ至ってい

ることはご窓知のとうりであります。

そのまい歴史の中にあっては、それ

ぞれ自動車に支持る難しい社会環境、

モータースポーツに対する一般世評、

メカガオイルショック、排気公害

問題など!こより冷えた時代、スポーツ

ポテンシャ)w)ある車力道E切れた時代

等を乗り越えて、固く団結して今日に

いたり、益々充実しだ活動と人の利を

維持されていることは誠に喜ばしいこ

とです。このようlこして活動している

全国CMSCの組織は他に類を見ない

独自のものとして高く評価されており

ぎす。

日本のモータースボ ツは、歴史上

何十本かの筋によって支えられて今日

に至った訳ですが、その中の一筋は確

実にCMSCの貢献によってなされた

ものと自負すると共に大いに諮りlこし

て良いと思います。

ランサーターボの出現、その活躍ぶ

りlこよって一時の停滞を脱皮し、現在

は意気軒男たる様子がうかがえます。

各メン/¥ーガモータースポーツにい

そしみ、情熱をかだむけ、 CI¥I1SCを

通して知り得た人の和は、長い人生の

中でより一層の充実感を得る事に役立

つものと思われます。

叉、我々はまだまだ本物でない日本

のモータリゼイション、特にその頂点、

にあるモータースポーツを文明でなく

文化として次の世代に正しく伝承して

いくためにも、責任があるのではない

かと思います。

このジャーナルの発刊は必ずやCM

SCのきデ後の活動の充実と利の広ガり

のために欠かせないものとなり、大い

に役立つものになると確信します。

~・C:MSC: 
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CMSC盆園大会(雲)盛大に開催玖4

t::ー 阻出F 晴 、ー も ♂

出席者全員ガ着席、大会ガ始まった。 CMSCTシャツを手lこ田口氏(在〉須賀氏〔右〉

久びdの全国大会〈総会〉。ア月30目、 会長の俊拶。日本のモータースポツ 全員lこCMSCオリジナル下シャツガ ってほしい。ムそのほか会員から、「各

全国のCMSC会員代表ガここ、福島 の歴史と共に歩んでこられだ会長の言 配布されるとのこと。亨後、宣伝部と メンJiーの戦績発表をぜひジャナル

県二本松市東北サファ1)/¥ークlこ結集 葉lこ一同深い感銘を受け、 「コルトモ してクラア活動の援聞に力を惜しまな で発表してほしし切とジャーナルへの

した。開始時刻の午後2時を前lこ集ま ータースポーツクラブ」は現在も健在 い旨声明があつだ。議題1el:5ヘ移り、 希望もあつだ。最後に北根主務から各

った会員一一出庸者は総勢47名。 CM なりの回象を深めだ。このあと早速議 -JAFスポーツ委員でもある外川会長 メンバーヘ「総会開催についてどんな

SC本部の外川会長、木全氏、田口氏 題1ヘ。各CMSCの活動状3兄説明と から地域協議会についての話。モータ 形を希望しますか?..Jの問いかけがあ

をはじめとして、地元のCMSC福島 それぞれの出席者紹介。各地域ごとで ースポーツイベントを各地で開催する り「年に最低1回は開催してほしし¥..J

はもちろん帯広、柏幌、青森、岩手、 は活発に活動しているものの、あ疋ガ にあだつての注意ガあった。ちなみに という答ガ圧倒的。中には 「ドライピ

山形、栃木、岐阜、島根、香I11の各代 いの状況を知る機会に恵まれなかった -JAFIこは本部から木全、田口商氏ガ ングスクールなどのイベントも同時開

表。メカの三菱自動車から北根氏、 こともあり、全員の囲昧ガ集ぎる内容 技術小委員会のメンJiーとなって出席 催しだら・・・・・J との意見もあっ定。こ

前田氏、須賀氏、堀氏、高桑氏、野村 となっ定。議題1el:21こ移り、 三菱自動 している。 れを最後!こCMSC全国大会(総会〉

氏、そしてテスト8サービスの益子氏 車工業幣療用車商白企画部北根主務ガ そして最後の議題は、各出席者から は各出席者それぞれの思いを抱きなが

も出席。久しぶりに顔を合わせるメン らメーカーとして亨後のスポーツ活動 の質問や要望、意見受換の場となっ定。 ら盛大にその幕を閉じ定。

I'iーも多く、なごやかな雰囲気のうち についての説明。ヨ一口ッ/¥1こチーム CMSCの山形のIJリ11氏からま写寄 翌日間サファリI'iーク内のタ トト

!こ大会の司会役を勤めるCMSC本部 ラリ戸ートガ国来ること、新開発車の 声。「東北のイベントでは、シニフフとジ ライ7フルコース一一工ピスサーキット

木全氏の言葉で幕ガ開かれだ。議題は こと、海外ラリー活動状況など、13¥だ ユ二戸を比較するとジユ二戸クラスの で行なわれる予定の 「ダイヤスタ ト

'JJ!.の通り。 んはなかなか聞くことガできない貴重 参加者ガ圧倒的|こ多くなってしまうが ライ戸ルゑひす大会」のイベント成功

1.各CMSCの活動伏況説明 な情報lこ全員興味津々。詳しい内容!こ 他の地区ではどうか中」の質問に、C を期して前夜祭ガ行なわれた。牛1頭
2.三菱自動車のさデ後のスポーツ活動 ついては、本号4頁に北恨主務ご自身 MSC相幌の小町氏から、「北海道でも の烈腕きを囲んであちらこちらlこモー

説明 ガ執筆されているので併せてご一読さ それは同じ状況。チャンピオン戦は出 タースポ一、九炎議の花ガ咲く。定評の

3ランサー新スポーツキットの紹介 れることをお勧めしたい。大会はいよ 場台数ガ60台を割るというのlこジユ二 ある臨少な司会はここでも木全氏。宴

4クラブ援問説明 いよ佳境に入り、司会の木全氏も舌好 戸クラスは満杯。」との答。まだIJ¥III氏 芝けなわとなって力ラオケなしの歌も

CMSCジャーナJl怠抱月 調。議題31e1:ラシサー用改良型スポー の「三菱|こ1el:1300cc以下の車がない 飛ひ国し、豪華な賞自の抽選会なども

5.JAF地威協議会及び地敏活動 ツキットの説明。各/¥ーツを手lこしな ガ、その点はどうか?..Jの質問に、北 行なわれた。これで明日晴れてくれれ

各CMSCのす後の方針、要望、 がらの詳しい説明に、ラシサーのオー 根氏の '1300以下で試してみます。何 ぱと全員ガ祈るうち前夜祭もお開きと

意見受換 ナーは「オレのフルマにもゼヒ- ・由 れジャーナルで発表することになるで なった。

まず、すべての議題に入る前に、外111 といっ定安情だっ定。続いて三菱自動 しよう自の答lこ一同感嘆の芦ガ上ガ.つ

車工業株)宣伝部須賀氏からクラブ援問 だ。ほか本部への要望としてCMSC

とジャ ナんの発刊についての説明。 青森・鶴ヶ毛主氏から、 「宣伝部の万ヘ、

まず今大会の出席者全員とクラブ会員 CI¥I1SCのネム入りのものを色々作
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会長

鎌田幸広

各メンバ ともトライアル、

ラリ ーに活発に出場し、良い

成績を残しています。しかし

ながらラリ ーの成績が不調な

ので、練習と体制固めに力を

いれていきたいと思います。
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山 形
会長

鶴ケ谷慶市

出来ることからどんどん実

行していこうという考えです。

クラフ自体はもちろん、モーター

スポーツ活動をもっと地域社

会にアピールし、社会的にも

認められるよう頑張ります。

事務局長

佐々木学

道路状況、スポンサー、ディー

ラーとの関係など比較的恵ま

れた環境の中で活動していま

す。地域住民との卜ラフルは

おこさない、させないという

ことを第一に心がけています。

代表(副会長)

小 町 章

メンバーも組織も一新、今、

まさに再スタ ー卜 を切ったと

ころです。全国のCMSC会員

が必らず出場できる本格的な

ラリー(準圏内)を計画中。皆

さんとうぞニー参加ください。

会長

小川日出雄

ダ 卜ラを年 |回開催して

います。7月の東北ジュ ニア選

手権ラリーにはじめて出場し

た女性メンバーのナビが優勝

しました。底辺拡大を図って

いく考えです。
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